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つ
い
て
は
、
電
力
発
電
周
辺
の
地

域
の
生
活
環
境
、
産
業
基
盤
等
の

総
合
的
な
発
展
を
基
に
制
定
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
形

で
引
き
続
い
て
い
く
と
考
え
て
い

る
。

質　

疑　

今
後
３
年
間
は
ど
う
な

る
の
か
。

答　

弁　

初
年
度
は
1.4
％
が
適
用

さ
れ
税
額
は
１
千
210
万
２
千
600

円
、
２
年
目
は
3.5
％
で
１
千
557
万

５
千
200
円
、
３
年
目
に
は
、
464
万

２
千
300
円
に
な
る
。

議
案
第
63
号　

専
決
処
分
の
報
告

及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

質　

疑　

市
税
改
正
に
よ
っ
て
ど

の
程
度
の
恩
恵
を
受
け
る
の
か
。

答　

弁　

減
価
償
却
の
見
直
し
に

よ
っ
て
法
人
・
市
民
税
の
年
間
の

影
響
額
に
つ
い
て
は
、
180
万
７
千

円
程
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
株
式

譲
渡
益
に
つ
い
て
は
３
名
程
で
、

26
万
８
千
円
程
、
上
場
株
式
の
譲

渡
益
に
つ
い
て
は
、
85
名
で
235
万

円
程
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
係
に
つ

い
て
は
、10
件
程
見
込
ん
で
お
り
、

年
間
の
影
響
額
は
７
万
５
千
円
程

度
で
あ
る
。

質　

疑　

税
制
改
正
の
趣
旨
に
、

持
続
的
な
経
済
社
会
の
活
性
化
の

た
め
の
改
定
と
あ
る
が
、
一
方
で

は
定
率
減
税
等
の
廃
止
で
増
税
に

な
っ
て
い
る
。
今
回
、
市
税
額
の

通
知
後
、
市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ

や
苦
情
は
な
か
っ
た
の
か
。

答　

弁　

納
付
書
を
４
月
８
日
に

配
付
し
、
11
日
に
40
件
ほ
ど
、
そ

の
後
、
１
週
間
位
は
平
均
し
て
50

件
ほ
ど
あ
っ
た
。
全
体
で
は
、
320

件
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

議
案
第
62
号　

南
相
馬
市
立
病
院

医
師
修
学
資
金
貸
与
条
例
制
定
に

つ
い
て

質　

疑　

支
度
金
制
度
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

平
成
16
年
度
の
医
学
部

に
在
学
す
る
学
生
の
生
活
実
態
調

査
で
、
入
学
金
、
授
業
料
、
生
活

費
等
を
月
額
で
割
り
返
し
て
額
を

決
定
し
た
。

質　

疑　

現
状
に
お
い
て
、
本
市

で
医
師
を
志
し
て
勉
強
し
て
い
る

人
数
は
。

答　

弁　

相
双
地
区
の
高
校
か
ら

の
医
学
部
へ
の
修
学
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
15
年
度
以
降
19
年
度

ま
で
の
５
年
間
で
９
名
の
方
が
大

学
に
進
学
し
て
お
り
、
概
ね
１
年

間
に
２
名
弱
の
状
況
と
捉
え
て
い

る
。

質　

疑　

募
集
期
間
と
広
報
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁　

７
月
９
日
か
ら
８
月
10

日
ま
で
の
１
ヶ
月
程
度
を
募
集
期

間
と
し
て
考
え
て
い
る
。
広
報
に

つ
い
て
は
、
年
度
途
中
か
ら
の
制

度
創
設
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
周

知
が
肝
要
と
考
え
る
。
条
例
制

定
後
す
ぐ
に
広
報
等
を
実
施
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
広
報

や
、
大
学
等
に
働
き
か
け
を
し
て

い
く
。

討　

論　

地
元
優
先
と
の
こ
と
も

あ
り
、
で
き
る
限
り
本
市
に
定
着

で
き
る
と
い
っ
た
将
来
を
見
越
し

た
人
選
を
し
て
、
本
市
の
医
療
の

高
度
化
に
向
け
て
、
さ
ら
に
努
力

を
続
け
て
行
く
と
の
意
見
を
付

し
、
賛
成
。
審
査
の
結
果
、
原
案

の
通
り
可
決
。

議
案
第
65
号　

平
成
19
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て

質　

疑　

国
庫
支
出
金
に
つ
い

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
在
宅
介
護
シ
ス

テ
ム
モ
デ
ル
開
発
事
業
の
一
般
財

源
か
ら
の
持
ち
出
し
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

国
の
委
託
事
業
の
た

め
、
一
般
財
源
か
ら
の
持
ち
出
し

等
は
考
え
て
い
な
い
。

質　

問　

文
化
財
等
保
存
整
備
費

補
助
金
の
補
助
割
合
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

公
有
化
事
業
に
つ
い
て

は
、
全
体
で
土
地
、
建
物
さ
ら
に

移
転
補
償
等
全
て
を
含
み
、
公
有

化
に
係
る
事
業
費
の
80
％
が
国
の

補
助
、
さ
ら
に
県
が
原
則
４
％
と

な
っ
て
い
る
。

質　

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
地
域
に

内
容
を
知
ら
せ
て
も
っ
と
こ
の
事

業
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　

弁　

執
行
部
も
同
じ
考
え
で

お
り
、
県
の
資
料
で
こ
れ
ま
で
原

町
が
17
、
小
高
は
30
で
、
鹿
島
が

６
事
業
で
合
計
53
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

議
案
第
59
号　

特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

改
定
に
伴
っ
て
の
条
例

集
そ
の
他
の
差
し
替
え
等
に
か
か

る
費
用
は
。

答　

弁　

当
市
で
は
、
紙
で
の
更

新
を
し
て
い
な
い
の
で
、
デ
ー
タ

の
更
新
と
い
う
形
で
、
１
原
議
当

た
り
、
条
例
ひ
と
つ
と
い
う
扱
い

と
な
る
。
よ
っ
て
ペ
ー
ジ
数
に
か

か
わ
ら
ず
、
１
件
当
た
り
３
千
150

円
に
改
正
す
る
も
の
。

質　

疑　

法
改
正
の
背
景
と
経
過

に
つ
い
て

答　

弁　

今
回
の
改
正
の
趣
旨

は
、
公
務
員
給
与
の
改
定
、
物
価

の
変
動
及
び
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
選
挙
執
行
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
今
回
、
関
係
基
準
額
の
改
正

を
行
っ
た
。

議
案
第
60
号　

南
相
馬
市
税
特
別

措
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

19
年
か
ら
21
年
度
の

３
ヶ
年
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ

か
ら
も
こ
の
よ
う
な
形
で
続
く
見

込
み
な
の
か
。

答　

弁　

電
源
の
不
均
一
課
税
に
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常
任
委
員
会
の
審
査
か
ら

各
委
員
会
に
お
け
る
、
主
な

質
疑
・
討
論
に
つ
い
て

議
案
第
61
号　

南
相
馬
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

質　

疑　

あ
ん
分
率
に
つ
い
て
①

低
所
得
者
に
対
す
る
応
益
割
合

の
７
割
、
５
割
、
２
割
を
維
持
す

る
。
②
応
益
応
能
の
割
合
を
50
対

50
に
近
づ
け
る
。
③
資
産
割
の
割

合
を
徐
々
に
減
ら
す
。
④
国
民
健

康
保
険
税
に
係
る
課
税
限
度
額
を

56
万
円
と
す
る
と
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
政
策
的
な
根
拠
は
。

答　

弁　

①
②
③
に
つ
い
て
は
合

併
協
議
会
で
の
合
意
事
項
で
あ
る

が
、
①
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者

層
の
７
、５
、２
割
軽
減
を
今
年
も

堅
持
す
る
こ
と
、②
に
つ
い
て
は
、

旧
小
高
町
で
は
、
応
能
割
と
応
益

割
が
旧
鹿
島
町
及
び
旧
原
町
市
と

比
較
し
て
、
逆
比
率
と
な
っ
て
お

り
、
均
等
割
が
増
え
る
と
低
所
得

者
層
に
負
担
が
か
か
る
税
の
仕
組

で
あ
っ
た
。
今
年
度
も
低
所
得
者

層
負
担
の
少
な
い
、
国
の
指
導
の

と
お
り
50
対
50
に
近
づ
け
よ
う
と

あ
ん
分
率
を
調
整
し
た
、
③
に
つ

い
て
は
固
定
資
産
税
と
二
重
課
税

的
な
影
響
を
少
な
く
す
る
と
い
う

考
え
方
で
堅
持
し
た
、
④
に
つ
い

て
は
税
の
改
正
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。

質　

疑　

保
険
給
付
費
等
に
つ

い
て
。
療
養
給
付
費
等
の
伸
び
と

５
・
26
％
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁　

厚
生
労
働
省
の
指
導
で

は
、
３
ヶ
年
の
平
均
を
用
い
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、結
果
的
に
６
・

53
％
と
な
る
。
16
〜
18
年
と
減
少

傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て

統
計
処
理
を
し
、
５
・
26
％
と
し

た
。国
の
指
導
と
比
較
す
る
と
１
・

27
％
抑
え
ら
れ
る
。

質　

疑　

18
年
度
の
繰
越
金

３
億
２
千
710
万
円
を
全
て
予
算
に

組
み
入
れ
る
考
え
は
。

答　

弁　

全
額
予
算
に
組
み
入
れ

て
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
予
算
作

り
を
し
た
。

質　

疑　

基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

る
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁　

国
の
指
導
で
は
毎
年
、

医
療
費
５
％
以
内
で
基
金
に
繰
入

し
、
全
体
で
25
％
程
度
保
有
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
と

し
て
は
５
％
以
内
を
目
途
に
し
、

国
の
交
付
税
措
置
か
ら
18
年
度
は

約
１
億
円
交
付
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
交
付
金
に
大
き
く
影
響
す
る
こ

と
か
ら
予
算
へ
の
組
み
入
れ
は
し

な
か
っ
た
。

議
案
第
66
号　

平
成
19
年
度
南
相

馬
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

高
額
医
療
費
の
現
状
と

保
険
財
政
の
影
響
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

弁　

19
年
度
は
、
３
億
５
千

万
円
ほ
ど
見
込
ん
で
お
り
、
20
年

度
の
法
改
正
の
中
で
56
万
円
を
超

え
る
部
分
に
つ
い
て
は
戻
す
制
度

を
国
で
は
考
え
て
い
る
。

議
案
第
67
号　

平
成
19
年
度
南
相

馬
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

原
案
の
通
り
可
決
。

議
案
第
72
号　

工
事
請
負
契
の
締

結
に
つ
い
て

質　

疑　

原
町
一
小
の
耐
震
補
強

の
工
事
は
、
通
年
で
行
う
の
か
。

答　

弁　

基
本
的
に
は
、
夏
休
み

期
間
で
一
階
部
分
を
、
冬
休
み
ま

で
に
二
階
部
分
を
、
２
月
ま
で
に

三
階
の
工
事
を
終
わ
ら
せ
る
予
定

で
あ
る
。

議
案
第
65
号　

平
成
19
年
度
南
相

馬
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て質　

疑　

後
期
高
齢
者
の
医
療
制

度
に
つ
い
て
、
本
市
に
お
け
る
期

待
す
べ
き
点
は
。

答　

弁　

後
期
高
齢
者
の
医
療
費

に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
４
月
か

ら
、
75
歳
以
上
の
方
を
ひ
と
つ
の

保
険
で
見
る
と
い
う
形
に
な
る
。

目
的
は
、
効
率
的
な
予
防
医
療
に

よ
り
医
療
費
を
抑
え
、
健
全
な
経

営
を
進
め
る
と
い
う
も
の
で
、
現

在
、
国
・
県
で
制
度
を
構
築
中
で

あ
る
。
本
市
と
し
て
も
、
平
成
20

年
度
に
は
約
一
万
人
に
達
す
る
こ

と
か
ら
、
医
療
費
の
抑
制
、
削
減

に
繋
が
っ
て
行
く
と
思
わ
れ
る
。

浦
尻
貝
塚
公
有
化
事
業
に
つ
い
て

質　

疑　

浦
尻
貝
塚
を
将
来
、
ど

の
よ
う
な
形
で
整
備
、
保
存
、
活

用
す
る
考
え
か
。

答　

弁　

社
会
教
育
施
設
、
学
校

体
験
学
習
施
設
と
し
て
位
置
付

け
、
さ
ら
に
一
般
の
利
用
と
公
園

化
を
含
め
た
整
備
を
図
り
、
最
終

的
に
は
観
光
に
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
る
。
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▲健康診断（小高区）




